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富
士
宮
市
主
催
の
災
害

時
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

が
11
日
、
同
市
立
富
士
宮

第
一
中
学
校
体
育
館
で
開

か
れ
、
自
主
防
災
会
長
約

１
０
０
人
が
参
加
。
避
難

所
運
営
訓
練
の
ほ
か
、
市

福
祉
企
画
課
の
佐
藤
大
介

さ
ん
が
「
避
難
行
動
要
支

援
者
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
避

難
困
難
者
を
支
援
す
る
必

要
性
と
方
法
に
つ
い
て
講

話
し
た
。

市
の
防
災
強
化
月
間
の

一
環
と
し
て
開
か
れ
た
も

の
で
、
災
害
時
に
は
地
域

の
中
心
と
な
る
自
主
防
災

会
に
テ
ン
ト
設
営
な
ど
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
開
か

れ
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
同

市
の
風
岡
達
也
危
機
管
理

監
は
「
昨
今
叫
ば
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
沖
地
震
は
甚
大

な
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
発
生
時
は
行
政
よ
り

地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
り
迅
速
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
今
回
の
実
践
と

実
務
的
な
講
座
で
意
識
を

高
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。訓

練
で
は
参
加
者
が
２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

ト
イ
レ
テ
ン
ト
と
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン
の
組
み
立
て
に

挑
戦
。
ト
イ
レ
テ
ン
ト

は
、
テ
ン
ト
製
造
メ
ー
カ

ー
の
社
員
か
ら
指
導
を
受

け
て
完
成
。
一
般
的
な
大

型
テ
ン
ト
を
ト
イ
レ
と
し

て
使
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
た
め
、
コ
ツ
に
注
意
し

な
が
ら
慎
重
に
組
み
立
て

た
。
便
座
の
使
い
方
や
排

せ
つ
物
の
処
理
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
も
説
明
を
受

け
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取

る
な
ど
し
な
が
ら
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
組

み
立
て
で
は
、
市
職
員
か

ら
「
た
く
さ
ん
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
あ
ら

か
じ
め
通
路
の
確
保
や
避

難
者
の
名
簿
作
り
が
必

要
」
と
説
明
し
た
。
参
加

者
は
箱
か
ら
出
せ
ば
自
立

す
る
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

広
げ
た
り
、
実
際
に
中
に

入
っ
て
使
い
勝
手
な
ど
を

確
認
し
た
り
し
て
い
た
。

講
座
で
は
佐
藤
さ
ん

が
、
災
害
時
に
避
難
が
困

難
な
人
の
支
援
に
は
「
あ

ら
か
じ
め
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
作
っ
て
お
く

こ
と
で
、
自
主
防
災
会
や

班
長
な
ど
と

情
報
を
共
有

で
き
迅
速
な

対
応
に
つ
な

が
る
。
互
い

に
助
け
合
え

る
地
域
の
環

境

が

必

要

で
、
日
頃
の

訓
練
が
役
に

立
つ
」
と
述

べ
た
。
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危
険
物
の
安
全
管
理
を

啓
発
す
る
危
険
物
安
全
週

間
（
８
～
14
日
）
に
伴
う

消
防
訓
練
が
11
日
、
富
士

宮
市
内
房
の
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｐ
Ａ
Ｚ
㈱
静
岡
工
場
で
行

わ
れ
た
。
同
市
消
防
本
部

と
同
工
場
の
訓
練
部
隊
、

関
係
者
な
ど
約
40
人
が
連

携
し
、
工
場
内
で
危
険
物

火
災
発
生
を
想
定
し
た
通

報
、
情
報
共
有
、
本
部
設

置
、
消
火
な
ど
の
訓
練
を

展
開
。
今
後
、
災
害
時
に

円
滑
に
動
け
る
よ
う
に
必

要
な
知
識
や
行
動
を
確
認

し
た
。

石
油
類
な
ど
危
険
物
は

日
常
生
活
の
中
で
幅
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
同

週
間
は
、
そ
の
安
全
確
保

を
再
度
確
認
し
啓
発
す
る

こ
と
で
、
各
事
業
所
に
お

け
る
自
主
保
安
体
制
の
確

立
を
図
ろ
う
と
、
毎
年
６

月
の
第
２
週
を
中
心
に
各

種
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

富
士
宮
市
で
は
今
年
、
同

社
で
の
消
防
訓
練
の
ほ

か
、
同
市
小
泉
の
駿
河
石

油
㈱
セ
ル
フ
富
士
宮
給
油

所
で
吉
美
児
童
ク
ラ
ブ
の

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
12
人

が
同
日
、
利
用
者
に
向
け

て
、
全
国
危
険
物
安
全
協

会
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
な
ど
広
報
活

動
を
展
開
し
た
。

同
社
で
の
訓
練
は
、「
工

場
の
屋
外
タ
ン
ク
か
ら
出

火
し
火
災
が
発
生
し
て
い

る
」
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
た
。

工
場
内
で
第
１
発
見
者

が
火
災
発
生
を
連
絡
。
工

場
構
内
に
一
斉
に
緊
急
放

送
が
流
れ
、
社
員
は
安
全

な
避
難
場
所
へ
移
動
、
す

ぐ
に
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
た
。
消
防
署
へ
火

災
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
１
１

９
で
通
報
し
、
中
央
消
防

署
、
西
消
防
署
の
隊
員
が

到
着
す
る
と
社
内
の
誘
導

員
が
消
防
自
動
車
を
現
場

ま
で
誘
導
す
る
な
ど
適
切

な
行
動
を
素
早
く
行
っ

た
。
ま
た
消
防
隊
員
は
情

報
や
現
場
の
状
況
な
ど
を

把
握
し
直
ち
に
消
火
活
動

に
入
り
、
火
元
の
タ
ン
ク

の
消
火
と
い
っ
た
行
動

を
、
社
員
と
情
報
連
絡
を

密
に
し
な
が
ら
展
開
し

た
。終

了
後
に
講
評
を
述
べ

た
菅
原
一
朗
市
消
防
長
は

「
危
険
物
施
設
で
の
火
災

は
毎
年
、
全
国
で
10
件
ほ

ど
発
生
し
て
い
る
。
災
害

の
原
因
は
人
的
ミ
ス
や
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
も
の

で
、
万
一
発
生
し
た
時
に

は
、
そ
こ
で
働
く
従
業
員

の
生
命
や
付
近
の
住
民
に

ま
で
被
害
が
及
ぶ
可
能
性

が
あ
る
。
今
日
の
訓
練
は

緊
張
感
を
も
っ
た
行
動
で

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た

が
、
社
内
で
の
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
今
後
も
訓
練
の
継
続
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

２
０
２
５
年
度
富
士
宮

市
幼
・
小
・
中
家
庭
教
育

学
級
リ
ー
ダ
ー
講
座
の
第

１
回
が
11
日
、
同
市
役
所

で
開
か
れ
た
。
各
地
域
の

家
庭
教
育
学
級
に
所
属
す

る
保
護
者
約
40
人
が
出
席

し
、
「
家
庭
で
は
じ
め
る

い
の
ち
の
お
話
」
を
主
題

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
母
力
向

上
委
員
会
の
塩
川
祐
子
代

表
が
講
演
し
た
。

家
庭
教
育
学
級
で
は
同

じ
子
育
て
中
の
学
級
生
が

集
ま
り
、
子
育
て
に
役
立

つ
知
識
を
身
に
付
け
る
な

ど
、
交
流
を
図
り
な
が
ら

学
び
を
深
め
て
い
く
。
今

年
度
は
「
よ
り
よ
い
状
態

を
保
て
る
た
め
に
、
豊
か

な
心
を
持
ち
、
学
び
続
け

る
親
に
な
ろ
う
」
を
共
通

目
標
に
、
▽
子
育
て
に
つ

い
て
学
習
す
る
場
▽
子
育

て
支
援
を
し
あ
う
場
▽
生

涯
学
習
の
き
っ
か
け
づ
く

り
の
場―

と
し
て
６
回
の

学
習
講
座
を
計
画
し
た
。

同
日
の
講
座
は
、
家
庭

で
取
り
上
げ
に
く
い
「
性

教
育
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
。

塩
川
さ
ん
は
「
正
し
い
知

識
と
ス
キ
ル
を
得
る
こ
と

で
、
性
に
つ
い
て
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
人
生
を
そ
の
人
ら
し
く

楽
し
く
歩
ん
で
ほ
し
い
」

と
前
置
き
し
、
性
の
イ
メ

ー
ジ
は
経
験
や
日
常
の
中

で
決
ま
り
が
ち
だ
が
、
自

分
で
自
由
に
選
べ
る
こ
と

を
説
明
。
「
生
ま
れ
て
き

て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
性
教
育
が
大
切

と
説
い
た
。

塩
川
さ
ん
は
「
性
」
の

字
に
つ
い
て
「
心
が
生
き

る
と
書
く
。
性
教
育
は
子

供
た
ち
自
身
が
生
き
方
に

つ
い
て
考
え
る
も
の
。
本

当
に
子
供
が
聞
き
た
い
こ

と
を
大
人
は
隠
し
て
し
ま

い
が
ち
だ
が
、
聞
き
た
い

こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
に

向
き
合
い
伝
え
る
と
、
ち

ゃ
ん
と
聴
い
て
く
れ
る
」

と
訴
え
て
い
た
。

消火活動を行う隊員たち

学級生に話を聞く塩川さん

トイレテントを組み立てる参加者

パーティションを広げる

避難行動要支援者への取り組みについて講話する佐藤さん

トイレテントに便座を設置する方法を説明

パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
に
つ
い

て
説
明
す
る

市
職
員

リ
ー
ダ
ー
講
座

｢い
の
ち
の
お
話
｣主
題
に

幼
･小
･中
家
庭
教
育
学
級

危険物火災想定し訓練
安全週間に伴い

工場で消火や情報共有な
ど

避
難
所
運
営
の
対
応
学
ぶ

災
害
時
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会




